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理事長あいさつ

長野県鐵構事業協同組合
理事長　  飯島　正博

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。日頃は

長野県鐵構事業協同組合の事業並びに会員企業

にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げま

す。昨年は新型コロナの影響を強く感じる年に

なりました。東京オリンピックは無観客開催に

より経済効果は、ほとんど現れず、コロナ第５

波に伴った行動制限の影響は、消費意欲を低下

させて景気停滞が続くこととなりました。アメ

リカや中国がいち早く景気回復を見越した原料

や資材の需要急増の影響を受け、日本でも物価

高が進んでいます。また10月には全国一斉に緊

急事態宣言が解除され、経済活動が本格的に回

復することへの期待が大きい中で、原材料価格

の高騰は企業の設備投資意欲の減退とならない

かが心配されます。私共鉄骨業界もコロナ渦の

中でテレワークの普及などライフスタイルの変

化に伴って物流関連施設の需要は旺盛であった

ものの、一方では中小規模の鉄骨需要が減少す

るなど一長一短の年でした。また、年度始めか

ら鉄骨材料の価格高騰と入手難、納期の長期化

という状況により鋼材環境が一変しました。私

共の上部団体である全国鐵構工業協会でも、材

料メーカーに対して問題解決への要望を行いま

した。価格高騰は一過性のものではなく、地球

環境問題などを背景とした構造的な問題である

こと。材料入手難については、長期的な内需減

少を踏まえて構造改革として生産能力の削減を

進めていることによるものであるとの説明を受

けています。このことからも2022年も今の状況

はしばらく続くものと考えられます。材料商社

との材料調達の打合せを綿密に行ったり、材料

手配のための図面作成に早期に着手したりなど

で対処していますが、一企業の努力だけでは限

定的であります。発注元様のご理解をいただき

つつ業界一体となって問題解決を図っていきた

いと考えています。本年も、変わらぬご指導・

ご協力をお願い致します。皆様のご健勝とご多

幸を御祈念申し上げます。
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顧問県議と行政の懇談会

　本年度の顧問県議と行政との懇談会については以下の日程で開催予定でした
が、新型コロナウイルス感染拡大により急遽中止とさせていただきました。

　昨年度、コロナ感染の拡大によりご出席の皆
様の安全と感染拡散を防ぐため、計画していま
した懇談会を中止致しましたので、今年度こそ
開催をと願って準備を進めておりました。そん
な中、年明けと共に新種のコロナ株の発生によ
り再び感染拡大していますので、このような状
況の中での開催について検討致しました結果、
大変残念ではありますが二年続けての懇談中止
という結論に至りました。
　なお懇談会にて組合より長野県建設部の皆様
に質問させて頂く予定だった内容につきまし
て、改めて建設部ご担当者の皆様よりご確認と
ご回答を頂きましたので、ここに掲載させて頂
きます。
　お忙しい中、ご対応を頂きありがとうござい
ました。

・長野労働局によれば、県内の雇用状況につい
ては、令和３年11月の有効求人倍率（季節調
整値）は1.38倍、有効求人数（同）及び有効
求職者数（同）は前月に比べそれぞれ0.2%、
0.4%増加しており、全体として「雇用情勢
は、一部に弱い動きが続いているものの、着
実に改善が進んでいる。」とされています。

・同じく11月の産業別新規求人の状況を見る
と、建設業では新規求人数1,405人で前年同
月比7.3%の増、前月比で21.0%の減となって
います。

・また、県内の建設業の就業者数は、Ｈ27時点
で80,559人と、20年前（Ｈ７）の132,382人と
比べ約４割減少しており、その構成も29歳以
下が全体の約１割、55歳以上が約４割と高齢
化が進んでいます。

・建設部全体では、次世代を担う人材確保に向
けた各種取組として、生産性向上や働き方改
革などの新たな建設業の姿を発信しながら、
若い世代に建設業の魅力を伝えるため、関係

「顧問県議と行政の懇談会」　開催中止

開 催 日：令和 4 年 1 月 25 日（火）
開 催 場 所：長野ホテル　犀北館
顧 問 県 議：風間　辰一　県議（北信）
　　　　　　萩原　　清　県議（中信）
　　　　　　平野　成基　県議（東信）
　　　　　　佐々木　祥二　県議（南信）
行政出席者：長野県建設部　
　　　　　　建築技監　　小林　弘幸 様
　　　　　　長野県建設部施設課　
　　　　　　課　　長　　塩入　一臣 様
　　　　　　長野県建設部建築住宅課
　　　　　　主任専門指導員　久保田　達也 様

質疑と回答

質問1
建設業に関わる長野県内の雇用状況、また、人
材不足・雇用について県としての取り組み、　
外国人労働者雇用に対しての支援や補助。

回答
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顧問県議と行政の懇談会

団体と協力しながら建設系学科の高校生を対
象に、実際の建設現場で自ら一連のプロセス
を実践する機会を提供しています。最近では
更に若い中学生の「職場体験学習」と連携し
た魅力発信の取り組みを行っています。

・建築関係では、国の長野営繕事務所、県及び
19市による「長野県官公庁営繕技術連絡協議
会」において、建築系学科の高校生向けに見
学会を実施しており、令和元年度は県立美術
館の設計者による講演会や現場見学会を実施
し、信州大学の学生の皆様にも参加しても
らっています。

・また、住宅関係では、「信州木のある暮らし
推進事業」におきまして、中学校の技術・家
庭科の授業へ大工を派遣する事業を実施して
おり、若いうちから本物の技術に触れ、進路
を定める際に考慮していただけるよう取り組
んでいます。本年度は10学校26クラスに派遣
しました。

・引き続き、担い手の確保・育成に向けた取り
組みを実施してまいりたいと考えています。

・また、外国人労働者の雇用に関しては、長野
県では、新たに外国人材を受入れる企業等を
支援するため「長野県外国人材受入企業サ
ポートセンター」を設置しています。

・今後、BIMに関する取組を進めるにあたり、
県内の現状を把握しておく必要があることか
ら、県では、県内の建築関係の設計・施工者
団体のご協力を得ながら、令和３年6月～7月
までの２か月間に、県内の設計・施工会社３
社、設計事務所４社の計７社から、ヒアリン
グを実施しました。

・ヒアリングに続いて、令和３年８月～９月に
かけて、県内建築関係11団体のご協力を得な
がら、BIMに関するアンケート調査を実施
し、157者の皆様からご回答をいただきまし
た。

・BIMを導入している企業は25社で、回答が
あった者の約16％でした。

・導入した背景としては、「業務の質の向上を
期待した」、「業務の効率化を期待した」、
「顧客へのプレゼンテーションに用いるた
め」との回答が多数を占めました。

・また、導入に至らない理由としては、
「CAD等で現状問題なく業務を行うことが
できているため」、「業務をBIMに切り替え
た場合、習熟するまで業務負担が大きいた
め」、「発注者からBIM活用を求められてい
ないため」等の回答が多くありました。

質問2
ＢＩＭの活用について（行政の考え方、活用事
例）

回答
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顧問県議と行政の懇談会

・結果については、現在、県の建築住宅課及び
施設課のホームページに掲載しております。

・県では、現在のところＢＩＭ活用を指定して
発注した設計や工事はありませんが、ホクト
文化ホールの天井改修工事ほかでは、受注者
（工事監理者である設計者）が独自で部分的
にＢＩＭを活用し、構造部材とダクト等の設
備機器の干渉の有無等の詳細検討を行った事
例があります。

・また、今年度、発注済の「県庁本館棟省エネ
化可能性調査等業務」において、先行的な取
組みとして、「成果品の作成にあたりＢＩＭ
を積極的に使用することを検討すること」と
しており、業務を進める中で、どのような使
い方や利用ができるか等も含めて検討・検証
していきたいと考えています。

・国においては、「長野第一地方合同庁舎」の
新営設計業務においても、一貫したＢＩＭ活
用に向けた試行が行われるなど、各種試行が
始まっているとお聞きしております。

・大きな流れとすれば導入を進める方向になる
と考えていますが、アンケート調査によれ
ば、全国に比べまだまだBIMの導入が進んで
いない状況ですので、関係者の状況もお聞き
する中で、また、国や他県の状況も参考にし
ながら、本県の実態に合った活用方法を検討
していきたいと考えています。

・「溶接ヒューム」について、労働者に神経障
害等の健康被害を及ぼすおそれがあることが
明らかになったことから、厚生労働省によ
り、労働安全衛生法施行令、特定化学物質障
害予防規則（特化則）等が改正されるととも
に新たな告示が制定され、令和３年４月1日
より施行（一部は経過措置により令和４年４
月1日より施行）されました。

・全体換気装置による換気等や溶接ヒュームの
濃度測定とその結果に基づく換気装置の風量
の増加その他必要な措置や再度測定に結果に
応じた有効な呼吸用保護具の使用が求められ
ることになります。

・現状では、県からの補助等は難しいところで
すが、労働者の健康被害の防止について、事
業者の責務として対応をお願いします。

質問3
特定化学物質障害予防規則（特化則）等の改正
に伴う屋内作業における金属アーク溶接作業規
則に関して、企業への負担軽減要望。

回答
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顧問県議と行政の懇談会

・令和10年（2028年）開催予定の第82回国民ス
ポーツ大会、第27回全国障害者スポーツ大会
の開・閉会式場及び陸上競技会場に予定され
ている「松本平広域公園陸上競技場」建て替
え事業については、昨年（R3）７月に基本
設計が終わり、現在、実施設計中（設計者：
AS・昭和設計共同体、委託期間：本年
（R4）9月まで）。

・仮設工事や既存競技場の解体工事を先行さ
せ、本体はその後（R5年度）に工事を発注
していく見込みです。

・その他、県立高校の第二期再編に伴い、施設
整備が行われる予定。実施時期や対象につい
ては、今後、教育委員会からの情報提供を受
け、連携しながら施設整備に係る発注等を
行っていきたいと考えています。

質問5
県として、建設現場や各企業に向けてのＳＤ
Ｇ sへの取組み。

回答

・県においては、総合5か年計画である「しあ
わせ信州創造プラン２．０」に沿った施策を
進めており、計画自体は「ＳＤＧsの達成に

寄与するもの」という位置づけにもなってい
ます。

・県では、「長野県ＳＤＧs推進企業登録制
度」を設け、関係団体等と連携しながら、企
業等が経営戦略としてＳＤＧsを活用するこ
とを支援する制度を創設しました（R4.1.11
現在で建設業関係の登録数：359件）。

・また、令和4年度以降、長野県の入札参加資
格審査における新客観点数の算定において、
「長野県ＳＤＧs推進企業登録制度」の登録
があれば加点の対象とされました。

・予算関係でも、事業ごとにＳＤＧsとの関連
が示されています。

・例えば、令和3年度の建築・住宅関係では、
「公共施設耐震対策事業」が目標11に関連
し、「県営住宅「５R」プロジェクト推進事
業」が目標10と11に関連し、「信州健康エコ
住宅普及促進事業」が目標7、8及び13に関連
しています。それぞれの施策がＳＤＧsの17
の目標に関連付けられています。

質問4
今後の県発注物件の見通し

回答

	8	：働きがいも　経済成長も
	9	：産業と技術革新の基盤をつくろう
	10	：人や国の不平等をなくそう
	11	：住み続けられるまちづくりを
	16	：平和と公正をすべての人に
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顧問県議と行政の懇談会

・建設業関連でも、建設業法ほか関係法令の改
正が行われ、働き方改革や更なる生産性の向
上等が求められています。

・働き方改革の面では、週休２日工事の更なる
推進を図るため、令和２年10月以降、施工者
希望型においても、予定価格から週休２日工
事を達成した場合と同等の経費等の補正を
行って工事を発注し、未達成の場合には達成
度に応じて減額措置を実施しているところで
す。

・建築関係の工事におきましても徐々に採用が
増加してきており、令和3年9月末の時点で、
建築関係の竣工した工事で累計37件となって
います。

・今後更に制度が活用され、業界における週休
２日の実施が当たり前となり、働き方改革が
推進されますよう、皆様にも御協力をお願い
します。

質問7
県として、下請取引等実態調査実施の有無と、
現状把握。

回答

・県では、「長野県建設工事元請・下請関係適
正化指導要綱」を定め、県が発注する建設工
事において、元請・下請関係の適正化を図る
ため、会計局契約・検査課において、必要に
応じ調査を実施しているところです。

・この調査は、請負契約の適正化、下請負人の
保護及び適正な施工体制の確立等に関する関
係法令等の遵守事項について、元請負人、下
請負人又は県発注機関の長に対して、遵守状
況を確認調査し、必要な指導、助言を行うこ
とによって、元請・下請関係の適正化及びト
ラブルの未然防止を図ることを目的としてい
ます。

・また、会計局契約・検査課及び県下４地区の
会計センターでは、元請・下請けに関する相
談窓口「下請け１１０番」を設けて、元請・
下請間に関する相談において、事実関係を調
査し、県の発注機関や元請負人及び下請負人
に対し、関係法令等の遵守事項に基づいた指
導・助言を行っています。

長野県建設工事元請・下請関係適正化指導要綱
に基づく元請・下請関係適正化調査実施件数

（単位：件）

区分/年度 H28 H29 H30 R1 R2

元請負人への調査 302 307 319 304 243

下請負人への調査 523 466 506 498 523

質問6
「働き方改革」に関して、現場休業の実施状況。

回答
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組合員だより

るでしょう。これを読んだ組合員の皆様に

は、本来の子ども食堂の意味をご理解頂き

たいと思います。それは「子どもが一人で

も安心して行ける場所」との事で、決して

食べる事が出来ないから行くのとは目的が

違います。

　そして困窮・貧困という言葉は、長らく

日本の中で使われてこなかった言葉かと思

います。高度経済成長の中で隅に追いやら

れ、今またコロナや、十数年前のリーマン

ショックの影響で困窮というものがメディ

アで取り沙汰されています。貧困というの

は古くて新しい問題なのです。リーマン

ショック後に「生活困窮者自立支援法」と

いうものが出来、「まいさぽ」という生活

困窮者の相談を受ける機関ができました。

我々業界の人材不足解決糸口にも繋がるか

と思います。興味のある方は最寄りの社会

福祉協議会へ相談して下さい。
（次ページへ）

～不変なもの～

　昨年はコロナ禍ではありましたが、多く

の方々と接する機会が有りました。昨年８

月から１２月まで５回に渡り伊那市社会福

祉協議会さんの主催の「伊那市カレー大作

戦」にボランティアとして参加させて頂

き、自身で420食の配食を経験させて頂き

ました。子どもは無料・大人は300円と成

りますが、300円分はカレーを提供してい

る飲食店の売上と成りますので、コロナ禍

で困っている飲食店支援として、子どもの

分でも大人料金で購入して行く方も多く見

えます

　この事業は「子どもも大人も美味しいカ

レーを食べてお腹いっぱいになり、笑顔に

なってもらいたい」という思いで取り組ん

でいます。子ども食堂をご存知の方もい

らっしゃるかと思いますが、その多くは

“貧困の子どもが行く場所”と想像してい

南信支部
宮下　健

南信支部組合員だより
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組合員だより

　（前ページからの続き）

　何故私が、この様な活動に携わっている

のか？をお話します。一言でいうなら「道

徳心と学ぶ習慣をもつ」為です。すなわ

ち、経営の「経」（自身の経糸）を太くす

る様なイメ－ジです。体はダイエットに励

んでいますが･･･　経糸が太いか、細いか

で同じ経営をしていてもどこかで差が出る

訳です。「営」とは周囲をとり巻いて守る

ための陣屋で、設備的なものと言えるで

しょう。

　すでに人間は、AI（人工知能）には勝

てません。その様な時代で何を自身の柱

（理念）として行くか。それは人として

「これだけは間違ってはいけない」という

当たり前の道徳心だと思うからです。数千

年変わらない道徳心はAIの時代に成って

も変わらないでしょうし、どんなに時代が

変わろうとも、道徳心の柱をもち学習する

意欲さえあれば変化に対応できると思うか

らです。最後に、いつの時代でも自社・他

社・業界の利益を互いに喜ぶ様な同業者

（組合）でありたいものです。
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理事会、委員会だより

正副常任理事会、理事会、各委員会開催状況

日　時 会　議　名 場　　所

令和３年 ７月13日 第1回常任理事会 長野市「組合事務所」

〃 ７月21日 第1回運営委員会 長野市「組合事務所」

〃 10月22日 第3回技術委員会（反省会）北東信　
上田市
「そば茶や　生島の杜」

〃 10月28日 第2回常任理事会 長野市「組合事務所」

〃 11月 5 日 第3回技術委員会（反省会）中南信
松本市
「ホテルモンターニュ松本」

〃 11月 9 日 第2回運営委員会 長野市「組合事務所」

〃 11月19日 第3回理事会
長野市
「ホテル メルパルクNAGANO」

〃 12月17日 第1回青年部研修会及び会議
軽井沢町
「長岡鉄工株式会社」

（自  令和３年７月１日〜至  現在分）
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青年部会だより

久しぶりの青年部会活動

長野県青年部会
会長　袖山　大和
（株）飯島工業所

　もし期待どおりなら、うちの社長にも導

入してもらうぞー！

　ということで、長岡鉄工さんにおじゃま

しました。

　まずは旭サナックさんから商品の説明が

あり、期待が膨らむ！　おー、これはすご

い！！

　静電気を使って塗装することによって、

時間やコストを大幅に削減できるらしい！

　そして実演、・・・んっ！？　

　なんだか今弊社で使っている塗装機（ウ

ン十年物）よりもいいと思いますよ…、で

も…、イヤイヤ、私はペンキをやらない人

間だから、その価値が分からないのかも

…、NOノォォ～～～！！！、もっと勉強

してから来るべきでした。ガクッ！

　新製品は欲しいっ～！！！！

　うん！、今使っている塗装機が壊れたら

考えます！！

　場所、商品を提供してくださいました長

岡鉄工様、フルサト工業様、旭サナック様

ありがとうございました。

　結論　バカな私には価値が分かりません

でした…ガクッ！！

　欲しがりません、勝つまでは！

　令和3年に一時収まりかけた新型コロナ

ウイルスも、令和4年になり年末に危惧し

ていたとおりにオミクロン株によって、ま

たまた猛威をふるってきた。はぁ～（ため

息）

　そんな中、一瞬の合間に行った青年部会

の活動、新型ペンキ塗装機を紹介してくれ

るというので行ってきました。

　私は新製品が好きで、昔は特に用もない

のに電気屋さんに行き新しい携帯電話やテ

レビ等をチェックしに行ったが、ここ最近

は家族ができ、自分の時間もろくにもてな

くなったので行かなくなった（悲）。

　でも鉄工関係の新製品は、みなさんから

紹介されたり、持って来てくれた時は、

チェックして見るが、いまいちワクワクし

ないことが多いかも。

　しかし、今回の新型ペンキ塗装機は少し

心が踊った。

　車業界にも使われている方式らしい、

うーん！ステキな予感!!!

久しぶりの青年部会活動
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Mグレード部会だより

長野県Mグレード部会
会長　奥村　剛

（有）長野奥村製作所

　再びコロナ感染が拡大し、収束が見ない

状況にあります。

　今、鉄骨業界は、仕事の減少と材料費の

高騰や材料の納期の長期化で、厳しい経営

環境にあります。さらには材料の問題が原

因で、鉄骨がＲＣなどの他の構造物へ変更

される動きもあるようです。しかし、鉄骨

は、構造的・経済的に優れているだけでな

く、鉄がリサイクル可能で地球環境にやさ

しいということで、これからも重要な構造

物であり続ける思います。また建築が、一

つ一つ違うのと、今後コロナ感染防止のた

めの新しい生活様式に対応していくため

に、その鉄骨は工業製品のように同じ物を

大量生産することが難しいため、我々のよ

うに建築物に合わせて細かいところまで対

応できる企業は今後も必要とされると思い

ます。しばらくは厳しい状況が続くと思わ

れますが、鉄骨はこれからも世の中になく

てはならないものなので、社会に材料の問

題を理解してもらい経営を改善していけ

ば、また明るい兆しが見えてくると思いま

す。

　コロナが収束しましたら、Ｍグレ－ド部

会の事業を再開してまいりたいと思ってお

りますので、今後とも皆様のご理解とご協

力をお願い申し上げます。
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工場認定申請及び予定状況

工場数 :  67 （内認定工場：49／認定工場：18）（2022年1月1日現在）

〇2021年後期の認定申請工場は７社でした。

　内訳	 Ｓグレード・・・・・１社	 （株）角藤　鉄構事業部	 長野市

	 Ｈグレード・・・・・１社	 富士見鉄工（株）	 諏訪郡富士見町

	 Mグレード・・・・・３社	 （株）永由鉄工	 諏訪市

		  （株）三協産業青木工場	 小県郡青木村	

		  昭和興業（株）本社工場	 大町市

	 Ｒグレード・・・・・２社	 小松鉄工（株）	 諏訪市

		  （有）岩井鐵工	 諏訪郡下諏訪町

〇2022年前期の認定申請予定工場は5社です。

	 Ｈグレード・・・・・２社	 綿半ソリューションズ（株）
		  　　　　　　   飯田第1工場	 飯田市	

		  （株）柳澤鐵工所	 佐久市	

	 Mグレード・・・・・２社	 （株）中島鐵工所	 安曇野市

		  赤羽鉄工（株）	 上伊那郡箕輪町

	 Ｒグレード・・・・・１社	 （有）興研工業	 上伊那郡箕輪町

2021年後期（2022年1月～2月実施分）の工場審査における感染拡大防止対応について

　オミクロン株による新型コロナウィルス感染の急拡大が全国で発生し、まん延重点措置の
適用拡大を受け、関係者（全鉄評、評価員、調査員、組合事務局、受審工場）と地域の感染
拡大状況に基づき協議し、十分な感染防止対策をとったうえで可能な限り審査を実施しま
す。「全員検査することで制限を緩和する制度」として、審査関係者全員が検査を行い陰性
を確認する。まん延防止等重点措置の発出した地域は、審査日の3日前までにPCR検査の結
果が判明しない場合、厚労省が承認した検査キット（抗原検査）による陰性の「確認」をお
願いします。（陰性証明は不要）

工場審査における新型コロナウィルス感染対策
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工場認定申請及び予定状況

申請書類の電子化

2021年後期申請より電子申請導入開始（Excel 様式）

　申請工場が作成する『性能評価申請書類』は、添付資料を含めた一式を新様式のExcelに
まとめ、このエクセルファイルに記載頂いた電子データを最終的には全鉄評に提出となりま
す。
　これまで通りエクセルファイルを書面(紙)にプリントアウトした申請書類は申請受付期間
に組合事務局を通して全鉄評へ郵送は変わりません。全鉄評が書面(紙)に基づき記載内容を
確認した後に、正式に最終版として提出して頂きます。

（参考：性能評価申請フロー）

全　鉄　評
国交省

（チェック）　　県　組　合　　（チェック）

申　請　工　場

問
合
せ
・
確
認

問
合
せ
・
確
認

※大臣認定申請書類（電子データ）に
　性能評価申請書の一部が添付されます。

②性能評価申請書
　（紙：郵送）

①性能評価申請書
　（紙：郵送）

④性能評価申請書
　（エクセルファイル）
　※セキュリティー対策

③性能評価申請書
　（エクセルファイル）
　※セキュリティー対策
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Ｒ３年度　前期　技能検定　試験結果

令和３年度前期技能検定について

職種：鉄鋼　　作業名：構造物鉄鋼作業

職種：とび　　作業名：とび

総合合格率

職種/級 科目
合格者数

受験者数
合格率 前年度

との比較
H31年度
合格率

H30年度
合格率

１級

実技 23／38 61% ＞ 27% 46%

学科 22／28 79% ＜ 86% 67%

技能士 23／40 58% ＞ 32% 44%

２級

実技 10／26 38% ＜ 55% 65%

学科 20／25 80% ＜ 95% 89%

技能士 10／26 38% ＜ 60% 67%

総合合格率

職種/級 科目
合格者数

受験者数
合格率 前年度

との比較
H31年度
合格率

H30年度
合格率

１級

実技 39／46 85% ＞ 74% 76%

学科 40／50 80% ＞ 78% 86%

技能士 35／48 73% = 73% 71%

２級

実技 ４／８ 50% ＜ 75% 100%

学科 ４／10 40% ＜ 60% 75%

技能士 ３／９ 33% ＜ 40% 75%

講習会受講者合格率
受講合格者数

受験者数
合格率 前年度

との比較
H31年度
合格率

H30年度
合格率

 17／25 現5／10 68% ＞ 32% 56%

15／20 75% ＜ 93% 70%

16／25 64% ＞ 44% 44%

 4／11 現0／1 36% ＜ 59% 73%

４／８ 50% ＜ 100% 91%

７／14 50% ＜ 59% 73%

講習会受講者合格率
受講合格者数

受験者数
合格率 前年度

との比較
H31年度
合格率

H30年度
合格率

35／37 95% ＞ 60% 82%

31／34 91% ＞ 83% 94%

32／39 82% ＞ 71% 80%

２／２ 100% ＞ 75% 100%

２／２ 100% ＞ 75% 75%

２／２ 100% ＞ 50% 75%

講習会非受講者合格率
非受講合格者数

受験者数
合格率 前年度

との比較
H31年度
合格率

H30年度
合格率

６／13 46% ＞ 10% 25%

３／４ 75% ＞ 67% 64%

７／15 47% ＞ 18% 38%

６／15 40% = 40% 56%

10／12 83% ＜ 92% 86%

３／12 25% ＜ 79% 62%

講習会非受講者合格率
非受講合格者数

受験者数
合格率 前年度

との比較
H31年度
合格率

H30年度
合格率

４／９ 44% ＞ 25% 0%

８／16 50% ＞ 45% 33%

３／９ 33% ＜ 42% 25%

２／６ 33% ＞ 0% 100%

２／８ 25% ＞ 0% 0%

１／７ 14% ＞ 0% 0%

※今年度はコロナ感染対策の為、長野県内在住者限定での開催となりました。
※各技能士受検者数には実技・学科の片方科目のみ受検、片方科目の受検免除者を含みます。
※講習会受講者には講習会当日欠席者を含みません。
※講習会受講者の技能士については、実技のみ・学科のみの片方受講者及び両方受講者も含みます。
※非講習会受講者の技能士については、実技のみ・学科のみの片方及び両方、講習会当日欠席者も含みます。

※今年度は人数が多くコロナ感染対策の為、長野県内在住者限定、実技検定は抽選となり、結果７名は実技検
定受けれませんでした。
※各技能士受検者数には実技・学科の片方科目のみ受検、片方科目の受検免除者を含みます。
※講習会受講者には講習会当日欠席者は含みません。
※講習会非受講者の実技・学科は片方科目を講習会当日欠席した者も含みます。
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組合からのお知らせ ●i

「信州の名工」を授章して

【令和3年度長野県卓越技能者知事表彰】	
表彰式は令和3年11月2日長野ホテル犀北館にて行われました。	
	 〇赤羽　廣治　様（赤羽鉄工㈱）
	
【令和3年度長野県職業能力開発協会長表彰技能振興促進功労（技能検定員）】	
表彰式は令和3年11月2日長野ホテル犀北館にて行われました。	
	 〇一ノ瀬　徳雄　様（㈱一ノ瀬鐵工所）
	 〇小林　弘幸　様（富士見鉄工㈱）
	
【令和3年度長野県職業能力開発協会長感謝状（技能検定補佐員）】	
感謝状が贈られた。	
	 〇依田　孟　様（㈲依田鉄工所）
	 〇内田　聡　様（㈲内田工業）

　昨年11月、令和3年度長野県知事表彰「信州の名工」授章致しました。授章に際しま
しては皆様方のおかげと固く信じている所存で居ります。改めまして感謝申し上げます。
　授章が採択された折、まさか私がと思った次第であります。しかし報道関係者や周り
の方々から御祝いの言葉や激励の御言葉を頂くにつけ、日に日に責任と授章の重さに気
付き始めたのが正直なところです。
　これからも後継者が決まるまでは現役を遂行し、健康に留意し益々研鑽の日々を過ご
す所存であります。どうか今まで通りの御指導と御鞭撻の程宜しく御願い申し上げます。
　尚、推薦にあたり、当組合の富島克洋（南信支部長）、倉科賢三（中信支部長）、また
組合事務局の府中様、藤森様には大変な御尽力を戴きました。鐵構事業協同組合無くし
て授章は無かったと確信しました。ここに感謝の意を表します。有難うございました。
　飯島理事長をはじめとする組合員の皆様、事務局の皆様の益々の御活躍と御健康を心
より御祈り申し上げます。

赤羽鉄工株式会社
代表取締役　赤羽　広治
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組合からのお知らせ ●i

事務所移転のお知らせ

　このたび昨年末より組合事務局の事務所の移転を検討しておりましたが、理事の皆様の

ご承認も頂き、ご縁がありまして新しい場所に移ることとなりました。

　当組合は、広い長野県全域に組合員さんがいらっしゃることから、事務所の移転候補と

して車でお越しの方の高速道路のインターのアクセスの良さ、性能評価等の評価員をお招

きする為に新幹線等の都心部とのアクセスの良さ、更には県関連の団体の近くなどの条件

があります。

　更には組合員さんの各種会合の開催する場合の駐車場の確保、使える会議室スペースな

ど必要となります。それら全ての条件をクリアし現在の事務所よりも築年数も新しく、家

賃も30年前に現在の事務所を借りた頃に比べ組合員数の減少分も考慮し今までより経費削

減できる物件、今回ご縁があり新しい事務所を見つける事ができました。

　新事務所については正式に契約を交わしたところで皆さんにお知らせさせて頂きます。

　新事務所への引っ越しですが、3月中旬を予定しております。3月14日～17日までは引っ

越し期間として事務局は片付けにて事務作業含めお休みさせて頂きます。その間、組合員

さんには大変ご迷惑をお掛け致しますが宜しくお願い致します。組合事務局よりお知らせ

でした。
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組合からのお知らせ ●i

　株式会社中島鐵工所会長の御母堂　中嶋 五百子様
が7月11日100歳でご逝去されました。ここに謹んでご
冥福をお祈りいたします。

現在組合員数は６７社です。

　■ 北信支部　　18 社
　■ 東信支部　　12 社
　■ 中信支部　　18 社
　■ 南信支部　　19 社

（2022 年 1 月 1 日現在）

○訃　報

組合員の動き NOW

67

18

12

19

18
Total
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編集にあたって 表紙のことば

　2022年 新たな年を迎え、令和も4年目に
突入しました。
年末年始を含めこの冬は冷え込みも厳し
く、また北信地方を中心に雪の日が続き、
久しぶりに冬らしい冬となっております。
　国内で初めて新型コロナウイルスの感染
者が確認されてからとうとう2年が経過し
ました。今また、感染力が非常に強いオミ
クロン株によって第6波に突き進んでおり
ます。残念ながら今回も『顧問県議と行政
との懇談会』は開催を見送りました。
　今年は諏訪大社の御柱祭と善光寺御開帳
が予定されております。コロナ終息の願い
も空しく、もう神様仏様に縋るしかないで
すね。ご利益に与り、良い年にしましょう。

　冬の楽しみといったらスキーやスケート
などのウインタースポーツですが、今回は
一味違った冬の楽しみをご紹介します。飯
山市の『かまくらの里』です。高さ３ｍ程
の巨大なかまくらが20基ほど作られている
のですが、中は意外と暖かく地元の食材を
使ったのろし鍋を食べることができます。
また、夜には明かりが灯り幻想的な雰囲気
になります。
　この巨大なかまくらは膨らませた大きな
風船に除雪機で雪を吹き付けて、雪を固め
た後に風船を抜いて作るそうです。
普段は厄介な雪ですが、少し気分を変えて
雪を満喫しに来ませんか？ 2月27日まで営
業しています。

運営委員長
（株）青木鐵工所　青木　光幸

写真提供者
（有）アオキビルド　青木　久隆
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